
　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２４年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
2. 総務費 9. 臨時災害FM放送事業

1. 総務管理費

5. 広報費 広報課

（佐倉市）　　

0

平成24年度 0

臨時 単独 0 11,500 0
平成25年度 0

平成26年度 0

平成27年度 0

平成28年度 0

11,500 11,500

10,193 10,193

大災害が発生した際に、市民への情報伝達手段の確保の 大災害の発生時、停電、ケーブルの断線等により、市民 水道水や生活道路といった被害状況や支援対策等、市民

ため、臨時災害FM放送局をいつでも開設し、放送できる環境を整えると への通常の情報伝達手段が断たれた場合、災害の被害情報をはじめ、援 をはじめ被災者等に必要な情報を簡便な方法で確実に伝達する方法とし

ともに、通常時は、地元ケーブルテレビ局との連携協力により、放送設 助、避難等に関する情報の伝達手段を確保します。 て、各家庭に普及しているFMラジオを活用することができるので、有事

備の維持管理を行い、非常事態に備えるものです。 の際はとても大きな効果が期待できます。

臨時災害FM局の開局は、大災害が発生した場合に

、臨時的、一時的に許可される限定的なものであるため、日頃から市民

への周波数をはじめとした放送関連情報の提供ができないこと。

13 2,193 0 2,193

18 8,000 0 8,000

差引一般財源 11,500 10,193 0 10,193


